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1――はじめに 

 

政府は、2022年 5月から、屋外では季節を問わずマスクの着用は原則不要で、屋内でも会話をほと

んど行わないような場合にもマスクの着用は不要と案内している1。しかし、2023年 1月現在も、場面

に関わらず、多くの人がマスクを着用しているのではないだろうか。本稿では、ニッセイ基礎研究所

が子育て中の人々を対象に行った独自の WEBアンケート調査を用いて、子育て中の人々がコロナ禍前

後のマスクをつける頻度の変化について、男女、年齢層、子どもの持病の有無別に確認した分析結果

を紹介する。 

結果を先取りしてお伝えすれば、コロナ禍前と 2022年 10月の調査時点を比べると、子育て中の人

のマスクをつける頻度は大きく増加したが、特に、男性よりも女性、低年齢層（34歳以下）よりも高

年齢層（55歳以上）の人々の間でマスクをつける頻度が増加した傾向が見られた。また、子どもに持

病がある場合は、育児分担割合が大きいほど、外出時に常にマスクをつける頻度が増えた傾向が示唆

された。 

 

2――調査概要 

 

 本分析に用いたデータは、ニッセイ基礎研究所が、全国の 24～64歳男女で、小学生から中学生の同

居の子のいる方を対象2に、2022年 10月に実施したインターネット調査によって得られたものである

3。調査回答は、有職者男性：無職者男性：有職者女性：無職者女性の割合が、なるべく全国の分布4に

近づくよう配信した上で、ご協力いただける方から回収を行った5。回答数は 1,000件である。 

 
1 厚生労働省 (https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000942851.pdf, 2022/12/27 アクセス) 
2 株式会社クロス・マーケティングのモニター会員 
3 本研究は、公益財団法人かんぽ財団令和４年度の助成による成果である。記して深謝する。 
4 令和 3 年国民生活基礎調査の児童有の人の有職者無職者の分布 
5 配信時に分布を考慮したが、回収時の割付は行っていない。 
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3――男女別マスクをつける頻度のコロナ禍前後の変化 

 

まず男女別に、外出時6にマスクをつける頻度を確認したのが図 1である。コロナ禍前の分布につい

ては、男性と女性で大きな違いは見られないが、2022年 10月現在の分布を見ると、「常につけている」

人の割合が、男性よりも女性の方が大きい傾向が見られる7。 

 

同様に、男女別に、職場でマスクをつける頻度を確認したのが図 2である。こちらについても、コ

ロナ禍前の分布については、男性と女性で大きな違いは見られないが、2022年 10月現在の分布を見

ると、「常につけている」人の割合が、男性よりも女性の方が大きい傾向が見られる8。 

 
注) 主婦／主夫、無職、職場がないに該当する方は含まれていない。 

 
6 「外出時」については、質問の際、以下のように注記をしている「買い物時や散歩等、目的に応じて異なる場合は、総合

的な頻度でお答えください」 
7 後の項の表 1 で紹介する回帰分析の結果からも、男性よりも女性の方が、外出時に常にマスクをつけている人の割合が大

きい傾向が確認できる。 
8 図 2, 図 4, 図 6 で、コロナ禍前と 2022 年 10 月現在での n が異なっているのは、職場があると答えた人の数が変わって

いるからである。後の項の表 2 で紹介する回帰分析の結果からも、男性よりも女性の方が、職場で常にマスクをつけている

人の割合が大きい傾向が確認できる。 
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図1. 外出時マスクをつける頻度 （男女別）
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図2. 職場でマスクをつける頻度 （男女別）
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4――年齢層別マスクをつける頻度のコロナ禍前後の変化 

 

次に、外出時にマスクをつける頻度を年齢層別に確認したのが、図 3である。最も低い年齢層であ

る 34歳以下の回答者の間では、その他の年齢層に比べて、コロナ禍前にマスクを「常につけている」

と回答した人の割合は最も大きく、コロナ禍前にマスクを「つけていない」と回答した人の割合は最

も小さい。しかし、2022 年 10 月現在では、マスクを「常につけている」人の割合は、その他の年齢

層に比べて最も小さくなっている。 

一方で、最も高い年齢層である 55歳以上の回答者の間では、コロナ禍前に外出時にマスクを「常に

つけている」と回答した人の割合はその他の年齢層に比べて最も小さく、コロナ禍前にマスクを「つ

けていない」と回答した人の割合はその他の年齢層に比べて最も大きい。しかし、2022 年 10 月現在

でマスクを「常につけている」人の割合は、34 歳以下を除くその他の年齢層と同程度となっている。

低年齢層よりも高年齢層が、コロナによって、外出時によりマスクをつけるようになったということ

が示唆されるかもしれない。 
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図3. 外出時にマスクをつける頻度 （年齢層別）
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同様に、職場でマスクをつける頻度について年齢層別に確認したのが、図 4である。こちらからも、

外出時にマスクをつける頻度の年齢層別で見られた傾向と同様の傾向が確認できる。つまり、低年齢

層（34歳以下）ではコロナ禍前からマスクを常につけている人の割合が大きいが、2022年 10月現在

ではマスクを常につけている人の割合がその他の年齢層に比べて小さいことと、高年齢層（55歳以上）

では、コロナ禍前はマスクをつけていない人の割合が大きいが、2022 年 10 月現在では、マスクをつ

けている人の割合は 34歳以下を除くその他の年齢層と同程度である傾向が見られる。 

職場においても、低年齢層よりも高年齢層が、コロナによって、よりマスクをつけるように行動変

容したことが示唆されるかもしれない。 

 

 

注) 主婦／主夫、無職、職場がないに該当する方は含まれていない。 
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図4. 職場でマスクをつける頻度 （年齢層別）

常につけている ほとんどつけている ときどきつけている ほとんどつけていない つけていない



 

 

5｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2023-01-13｜Copyright ©2023 NLI Research Institute All rights reserved 

5――子どもの持病の有無別 

 

1｜子どもの持病の有無別のマスクをつける頻度 

さらに、本調査は子育て中の人々を対象にしているため、子の持病の有無によっても、マスクをつける頻度

が異なる可能性が考えられるかもしれない。そこで、外出時にマスクをつける頻度を、子の持病の有無別に確

認したのが、図 5である。子の持病がある場合、子の持病の無い人に比べて、コロナ禍前から常にマスクをつ

けている人の割合が大きい傾向が見られる。2022年10月時点でも子の持病がある人の方がマスクを常につ

けている人の割合は大きいが、子の持病が無い人に比べて、差が開いた傾向は見られない。 

 

 

 

加えて、職場でマスクをつける頻度を、子の持病の有無別に確認したのが、図 6である。子の持病

がある場合、子の持病の無い人に比べて、コロナ禍前から常にマスクをつけている人の割合が大きい

傾向があるのは、図 5 で確認した外出時の傾向と同様である。そして、2022 年 10 月時点では、子の

持病の有無によって、常にマスクをつけている人の割合に大きな違いは見られない。 

 

 

注) 主婦／主夫、無職、職場がないに該当する方は含まれていない。 
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2｜子どもの持病の有無と育児分担割合とマスクをつける頻度の関係 

子どもの持病の有無によってマスクをつけるようになるかどうかは、普段子どもとどれくらい関わ

っているかに依存する可能性が考えられる。そこで、育児分担割合とマスクをつける頻度の関係を確

認するために行った線形確率モデルの推定結果が表１と２である。 

表１では、被説明変数を、2022年 10月時点で、外出時に常にマスクをつけている場合に１を取り、

それ以外の場合に０を取るダミー変数とし、表２では、2022 年 10 月時点で、職場で常にマスクをつ

けている場合に１を取り、それ以外の場合に０を取るダミー変数としている。表１からは、子どもの

持病有×育児分担割合の交差項が正で統計的に有意（有意水準 10％未満）であり、育児分担割合が大

きい人ほど、コロナ禍でマスクをつけていることが確認できる（列 2）。さらに、コロナ禍前に常にマ

スクをしていたかどうかを調整したモデルでも同様の傾向が確認できる（列 4）。一方で、表 2の推定

では、子どもの持病有×育児分担割合の交差項は（列 2の推定、列 4の推定共に）統計的に有意でな

く、外出時にマスクをつける行動と同様の傾向は確認されなかった。 

 

6――おわりに 

 

本稿では、ニッセイ基礎研究所が子育て中の人々を対象に行った独自の WEBアンケート調査を用い

て、コロナ禍前後のマスクをつける頻度の変化について、男女、年齢層、子どもの持病の有無別に確

認した分析結果を紹介した。コロナ禍前には、外出時や職場で常にマスクをつけている人の割合は、

男女で大きな違いは見られなかったが、2022 年 10 月時点で、外出時や職場で常にマスクをつけてい

る人の割合は男性よりも女性の方が大きかった。また、年齢層別に比較すると、コロナ禍前には低年

齢層（34歳以下）でマスクを常につけている人の割合が大きく、高年齢層（55歳以上）ではマスクを

つけていない人の割合が大きかったが、2022年 10月時点では、低年齢層（34歳以下）でマスクをつ

けている人の割合は小さく、高年齢層（55歳以上）では、34歳以下を除くその他の年齢層と同程度で

あった。これらから、コロナ禍でマスクをつけるようになるという行動変容は、男性よりも女性の間

で、そして低年齢層よりも高年齢層でより顕著に起こった傾向が示唆された。また、子どもに持病が

ある場合は、育児分担割合が大きいほど、外出時に常にマスクをつけるようになった傾向が見られた。 

ポストコロナの社会で、日本の人々は今後どのようにマスクと付き合っていくことになるのだろう

か。人々がマスクをつける理由について今後分析を深めるとともに、動向を注視していく必要がある

だろう。 

  



 

 

7｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2023-01-13｜Copyright ©2023 NLI Research Institute All rights reserved 

表 1. 外出時に常にマスクをつけている人の傾向 
 (1) (2) (3) (4) 

女性ダミー 0.137*** 0.117** 0.157*** 0.154*** 
 (0.0316) (0.0475) (0.0301) (0.0430) 

年齢 0.00560** 0.00595*** 0.00662*** 0.00687*** 
 (0.00228) (0.00230) (0.00212) (0.00213) 

子どもの持病有 0.0978* -0.0616 0.0601 -0.111 
 (0.0586) (0.125) (0.0572) (0.120) 

子育て分担割合  0.00280  -0.000882 
  (0.00773)  (0.00688) 

子どもの持病有×育児分担割合  0.0313*  0.0333* 
  (0.0187)  (0.0183) 

コロナ禍前に常にマスクをしていた人ダミー   0.388*** 0.389*** 

      (0.0249) (0.0249) 

N 1000 1000 1000 1000 

自由度調整済決定係数 0.019 0.019 0.134 0.134 

  注) 線形確率モデルの推定結果。被説明変数は、2022年 10月時点で、外出時に常にマスクをつけている場合に１を取

り、それ以外の場合に０を取るダミー変数。( )内には頑健な標準誤差を表示。切片の係数の表示は省略。 

    + p<0.15、* p<0.10、 ** p<0.05、 *** p<0.01 

 

表 2. 職場で常にマスクをつけている人の傾向 

  (1) (2) (3) (4) 

女性ダミー 0.120*** 0.125*** 0.131*** 0.157*** 
 (0.0314) (0.0474) (0.0301) (0.0435) 

年齢 0.00395* 0.00393* 0.00550*** 0.00526** 
 (0.00226) (0.00227) (0.00212) (0.00213) 

子どもの持病有 0.0188 0.00794 -0.0220 0.000517 
 (0.0612) (0.118) (0.0573) (0.109) 

子育て分担割合  -0.00119  -0.00566 
  (0.00761)  (0.00690) 

子どもの持病有×子育て分担割合  0.00223 

 

-0.00517 
  (0.0201) 

 
(0.0183) 

コロナ禍前に常にマスクをしていた人ダミー   0.331*** 0.333*** 

      (0.0221) (0.0222) 

N 903 903 903 903 

自由度調整済決定係数 0.013 0.010 0.116 0.114 

  注) 線形確率モデルの推定結果。被説明変数は、2022 年 10 月時点で、職場で常にマスクをつけている場合に１を取り、

それ以外の場合に０を取るダミー変数。( )内には頑健な標準誤差を表示。切片の係数の表示は省略。注) 主婦／主夫、

無職、職場がない方に該当する方は含まれていない。 

   + p<0.15、* p<0.10、 ** p<0.05、 *** p<0.01 

 


